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1944 東南海地震および 1946 南海地震前後の内陸地震活動の変化について

On seismicity changes in western Japan associated with the two great interplate
earthquakes in Nankai Trough
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1.気象庁カタログ(1926-1950)の地震の検出率について

検出率が変わっていない期間・領域で、気象庁震源カタログで検知された全ての地震のマグニチュード頻度分

布は理論的に指数関数（Gutenberg-Richter 式）と正規分布累積関数(検出率)の積の関数で良く近似されているこ

とが分かる(尾形, 1992)。

　1926 年から 1950 年までのデータは南海トラフの巨大地震前後の地震活動を研究するために貴重である。この

期間の地殻内地震（20km 以浅）のマグニチュード頻度分布を調べると、検出率の一様性が成り立っていない様に

見える。とくに 2つの巨大地震の 5-6 年前からの期間は M3.5 から M4.5 の地震の検出率が著しく落ちている。この

原因は、この時期に鳥取地震 (1943,M7.2) 東南海地震 (1944,M7.9) そして三河地震 (1944,M6.8) が発生してお

り、M3.5-4.5 の余震の検出率が低いためである。そこで、これらの余震域を除いた地域の地震の頻度分布を調べ

ると、M3 後半にピークを持つような、ほぼ一定の頻度分布で 1926 年から 1950 年まで推移していることが見てと

れる。したがって、データは常時地震活動の変化を反映しているものと考えられる。

2.内陸地震活動の変化と 2つの巨大地震のスリップとの関係

西日本一帯で南海地震前に地震活動が低下しているように見える。特に和歌山地方の活動の低下は顕著に見え

る。東南海地震の Ando(1974)の断層モデルと南海地震の Ando(1982)のモデルによるによる西日本各地域での

DeltaCFF の分布を調べると、これらの地域の地震活動変化が DeltaCFF に調和的であることが分かった。すなわち、

負の DeltaCFF を示している地域では活動が静穏化している。正の DeltaCFF の地域では地震後からの活発化が見ら

れる。和歌山地方の DeltaCFF は負でありながら南海地震後の活動は再開しているが、以前より不活発で抑制され

たものになっている。特に注目すべきは和歌山地方、徳島地方、丹後地方などでは東南海地震発生以前から静穏化

が顕著なことである。これは、東南海地震の、断層内または深部境界などでの前駆的すべりを示唆しているかもし

ない。
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